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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅰ-３．事業区分別売上高実推 



7 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 

Ⅱ．2015年3月期業績改善施策 
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Ⅱ-１．「業績改善」推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所 
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Ⅲ．今後の研究開発について 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-１．高齢化社会の問題 

• 少子化 

• 高齢者の健康問題 

• 社会システムの変化 

労働力の減少、年金、社会保障、医療費増大、税金 

健全な長寿社会とは？ 

歳をとっても寝たきりではなく、元気で働ける環境 
病院に頼らない健康管理ー予防医学ー 

 
未病社会ー健幸社会ーの実現 

厚生労働省HP 

年齢階級別一人当たり医療費（平成22 年度） 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-２．健康長寿社会への取り組み 

日本再興戦略 -JAPAN is BACK- （抜粋） 

平成25年6月 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 

　　　　　　出生　　　　　　20歳　　　　　　40歳　　　　　　60歳　　　　　　80歳　（年齢）

健康域

未病域

疾病域
医療分野

健康診断分野

未病診断分野
ＲＮＡチェック

疾病発症前の予防的介入 
新規治療薬開発 

体系的治療法の開発 

血液検査（遺伝子発現RNAを調べる）により未病状態を察知 

健常人（個々）をモニタリングするシステムの必要性 

予防医療 

先制医療 

先制医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 
  病気のバイオマーカの開発 
  診断機器の開発 
 
・適切な治療法の選択 
  投薬選択のためのバイオマーカ開発 
  手術技術の向上 
  ワクチン 
 
・再発の防止 
  再発バイオマーカーの開発 
  経過観察 

予防医療 
・健康診断による超早期の病態の発見 
  病気ではない、病気になる手前の 
  バイオマーカの開発 
  簡便な診断機器の開発 
 
・予防対策（日々の生活） 
  睡眠 
  食事 
  運動 
  サプリメント 
   

Ⅲ-３．未病マーカー開発(ＲＮＡチェック） 
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【検査対象としての RNA】 

①採血（血液）であることの特長 

・低侵襲サンプリング （通常検診) 

・免疫細胞の働き（機能） 

 

②RNAを測定することの特長 

・刻々と変化する生体の状態を反映 

・早期に変化 （予兆を捉える） 

・疾病・健康モニタリングに最適 

・確立された網羅的検出手法 

遺伝子（DNA配列）                タンパク質            代謝物質 

RNA CHECK 
Man’s health condition may be  
monitored with blood RNA. 

株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-４．ＲＮＡチェックの特徴 

ゲノムＤＮＡ解析（SNPs）、生化学検査と組み合わせることにより総合的な健康情報を提供 



株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-５．免疫年齢（ＲＮＡチェック） 

Tリンパ球の減少 
Tリンパ球の機能低下 
マクロファージの減少 
NK細胞の機能低下 

腸内環境の変化 
胸腺・脾臓の萎縮 

獲得免疫応答↓ 
過剰な炎症傾向 

がん 
動脈硬化 

生活習慣病 
自己免疫疾患 

健康モニタリングサービスへ展開 

年齢を重ねるごと
に免疫細胞の機
能は低下する 
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2013                               2014                              2015                              2016                              2017 

論文・特許化 糖尿病 うつ病 

ゲノムＤＮＡ統合解析 

アルツ 

ハイマー病 

クリニック 

サイト拡充 

総合健康モニタリングサービス 

骨 論文・特許化 免疫年齢 論文・特許化 論文・特許化 

海外展開 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-６．革新的イノベーション創出プログラム 

健康長寿の世界標準を創出するシステム医学・医療拠点 （COI-T） 
   プロジェクトリーダー：秋草 直之（富士通株式会社相談役）、 研究リーダー：洪 実（慶應義塾大学 医学部 教授） 



22 

生物学的製剤効果予測     

患者数 新規患者数 男女比 発症年齢 
生物学的製剤を用いた治
療した場合の、患者 
一人当たりの負担費用 

約70万人 約20,000人／年 
約7割が女
性 

30～60歳代が
中心 

約40～60万円／年 

【生物学的製剤の登場（６剤 厚生労働省承認）】 

優れた
効果 

【課題】 
効果に個人差 
薬剤の単価が高価 

【解決策】 
リウマチェックによる診断支援情報の提供 
A)医師のために⇒臨床現場で有効製剤の選択を可能とす
るエビデンスベースの情報提供 
B)患者のために⇒個に最適な投薬を可能とするため、医療
費削減とQOL の向上 

※出典：「病院の実力2010」、読売新聞社 

株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-７．リウマチェック 

血液中の遺伝子発現パターンによりどの薬が効くか予測する 

2013                               2014                              2015                              2016                              2017 

効果予測多剤化開発 

論文・特許化 論文・特許化 3剤化 5剤化 

新リウマチマーカー開発 

論文・特許化 
リウマチ 

病態チェック 

海外展開 
クリニック 

サイト拡充 
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株式会社ＤＮＡチップ研究所 Ⅲ-８．中期事業計画 


